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ご
挨
拶 

岩手医科大学  

災害時地域医療支援教育センター 

センター長 

遠藤 重厚 

 非常に寒い、雪の降りしきる中、日本災害医療実地研修に全国からお集まりいただきまして、誠にあり

がとうございます。岩手医科大学では、文部科学省補助事業の採択を受け、本年度も全国の臨床研修医、

大学院生を対象とした災害医療の研修を企画させていただきましたところ、北は北海道の釧路から、南は

九州の福岡から２０名の先生方にご参加いただくということで、本当にうれしく思っております。感謝申

し上げます。 

 東日本大震災３．１１も、あと少しで発災から４年が経過します。ちょうど今日のような寒空の天気の

時に震災が発生しました。受講者の皆さんは、明日宮古市田老地区の大津波被災現場を訪れる予定となっ

ておりますが、正に４年前の発災当日と同じような天気・気温になるかと思われます。現地にて、震災の

瞬間の状況を、肌で感じていただければと思っております。 

 さて、日本災害医療実地研修ですが、東日本大震災が発災した時のさまざまな思いを風化させないよう

にという思いと、今後必ずや近い将来起きるであろう大きな災害に対して、皆さんのような若い世代の医

療人の方々にも、実践としての災害医療を学んで頂きたいという思いで開催をいたしております。今回は

第２回目ということで、災害医療に関するエキスパートの先生方にも、全国から多数お集まりいただきま

して、貴重な講演をしていただくことになっております。また、実際に東日本大震災にて被災をされなが

らも、被災地にて復興に取り組んでこられた方々を講師としてお招きし、貴重な体験談をご披露していた

だくことになっております。 

 今日と明日の２日間、充実した研修内容となっておりますので、かなりハードなスケジュールとなって

おりますが、しっかり被災現場を見ていただいて、勉強して頂ければと思います。頑張ってください。よ

ろしくお願いいたします。 
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１．目 的 

 平成23年3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）の被災地である岩手県沿岸

部を訪れ、当時の対応や現在の状況を実際に見聞きし、臨床研修医や大学院生の立場から災害医療に

対する考え方を学びます。また。災害医療概論や机上シミュレーション等を通して、災害医療に関す

る基礎知識を習得し、災害時に対応できる医療人の育成を目指します。 

 

２．開催日と開催場所 

平成２６年１２月１８日（木）12:20～19:00 岩手医科大学災害時地域医療支援教育センター 

     １２月１９日（金）  8:00～17:00 岩手県沿岸部（宮古市田老地区）  

 

３．研修対象者と募集人員 

全国の臨床研修医及び医学系大学院生２４名 

 

４．研修内容 

【１日目】１２月１8日（木）12:20～19:00 

 開催場所：岩手医科大学災害時地域医療支援教育センター（矢巾キャンパス） 

 ・講義『災害医療概論』ほか 

 ・実習『トリアージ訓練』・『情報通信訓練』・『がれきの下の医療』ほか 

 

【２日目】１２月１９日（金）8:00～17:00 

 開催場所：岩手県沿岸部（宮古市田老地区） 

 ・実地研修『被災地を知る』 

  大津波被災地や被災した宿泊施設を見学し、当時の経験や現在の状況を伺いながら意見 

     交換を行います。 

  ※盛岡駅を出発し沿岸部へ向かいます。大型貸切バスによる移動です。 

  ※盛岡駅到着後、解散。 

 

５．参加費 

無料  但し、下記の費用は自己負担になります。 

  各自出発地⇔岩手医科大学災害時地域医療支援教育センターまでの交通費及び宿泊費 

 

 

6．問い合わせ先 

岩手医科大学矢巾キャンパス 災害時地域医療支援教育センター事務室 

 住所：〒０２８－３６９４ 岩手県紫波郡矢巾町西徳田２－１－１ 

 電話番号 ：０１９－６５１－５１１１（内線 ５５６５、５５６４） 

 ＦＡＸ番号：０１９－６１１－０８７６ 

 E-Mailアドレス：saigai@j.iwate-med.ac.hp 

 

実
施
要
領 
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１日目 １２月１８日（木） 

12:00～12:20 会場受付 

12:20～12:25 開会の挨拶 

12:25～12:55 
講義｜「東日本大震災への医療対応」 

講師｜近藤 久禎（国立病院機構災害医療センター 臨床研究部 政策医療企画研究室 室長） 

12:55～13:25 
講義｜「亜急性期以降の災害医療救護活動」 

講師｜勝見 敦（武蔵野赤十字病院 救急部長） 

13:25～13:40 休憩 

13:40～15:10 
机上シミュレーション｜「医療救護チーム派遣と避難所での活動」 

講師｜鶴和 美穂（国立病院機構災害医療センター 臨床研究部 医師） 

15:10～15:20 休憩 

15:20~18:25 

 
各55分×3回 

15:20~16:15 1回目 

16:15~16:25 休憩 

16:25~17:20 2回目 

17:20~17:30 休憩 

17:30~18:25 3回目 

実習｜「トリアージ（Triage）」 

講師｜鶴和 美穂（国立病院機構災害医療センター 臨床研究部 医師） 

   坪井 忠和（岩手県立釜石病院 看護師長） 

実習｜「災害時の情報通信」 

講師｜藤原 弘之（岩手医科大学 災害医学講座 助教） 

実習｜「瓦礫の下の医療（Confined Space Medicine）」 

講師｜眞瀬 智彦（岩手医科大学 災害医学講座 教授） 

18:25～18:35 休憩 

18:35～18:45 翌日（研修２日目）の事務連絡／１日目アンケート記入・回収 

 

２日目 １２月１９日（金） 

7:30～8:00 受付 

8:00～11:00 盛岡駅出発（８：００）【移動】 

11:00～12:20 

11:00～11:15 

【防波堤】 

見学｜「Ｘ防潮堤について」 

講師｜大棒 秀一（ＮＰＯ法人立ち上がるぞ！宮古市田老 理事長） 

11:15～11:25 

【移動】 
防潮堤 → たろう観光ホテル 

11:25～11:35 

【たろう観光ホテル】 
見学 

11:35～11:45 

【移動】 
たろう観光ホテル → 田老公民館 

11:45～12:20 

【田老公民館】 

講演｜「津波ビデオ鑑賞」 

講師｜松本 勇毅（たろう観光ホテル 代表取締役社長） 

講演｜「津波体験談」 

講師｜大棒 秀一（ＮＰＯ法人立ち上がるぞ！宮古市田老 理事長） 

12:20~12:50 【移動】 

12:50～14:00 

「被災地を知る 宮古市」 

講師｜千田 英之（西和賀さわうち病院 内科医長 元 岩手県立宮古病院 産婦人科 医師） 

講師｜坪井 忠和（岩手県立釜石病院 看護師長） 

14:00～17:00 【移動】車中 ２日目アンケート記入・回収 

17:00 盛岡駅到着 解散 
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二戸医療圏 

久慈医療圏 

気仙医療圏 

盛岡医療圏 

宮古医療圏 

岩手中部医療圏 
釜石医療圏 

胆沢医療圏 

両磐医療圏 

岩手医科大学 矢巾キャンパス 
災害時地域医療支援教育センター 

岩手医科大学 
内丸キャンパス 

二戸市 

九戸村 
一戸町 

軽米町 洋野町 

久慈市 

野田村 

普代村 
葛巻町 

岩手町 

八幡平市 

田野畑村 
岩泉町 

雫石町 

滝沢市 盛岡市 

宮古市 

矢巾町 

紫波町 

西和賀町 

花巻市 

北上市 

遠野市 

山田町 

大槌町 

金ヶ崎町 

奥州市 

平泉町 
一関市 

陸前高田市 

住田町 

大船渡市 

宮古市 
田老地区 

浄土ヶ浜 
 パークホテル 
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宮古市田老地区概略マップ 

 

研
修
マ
ッ
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三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線 

田
老
港 

田老駅 

田老新港 

田老第一小学校 

田老総合事務所 
（旧町役場） 

田老公民館 
＆ 

田老第一中学校 
たろう観光ホテル 

 

津波水位 
表示箇所 

Ｘ堤防 
見学場所 

至 宮古 

至 久慈 

網掛け部分は東日本大震災大津波浸水域 

常運寺 

消防署 

研修ルートマップを、Web上で公開しております。 

直接下記のURLを入力されるか、二次元バーコードを読み取ることでページに移動できます。ご参考ください。 

 

https://www.google.com/maps/d/edit?mid=zNiwjz4cjuPQ.kpjwtt-BNjO8 
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受講者名簿 

氏名（漢字） 氏名（ふりがな） 所属・職名 都道府県 

阿部 和幸 あべ かずゆき 岩手医科大学附属病院 １年次臨床研修医・大学院生 岩手県 

天野 怜 あまの さとし 岩手医科大学附属病院 １年次臨床研修医・大学院生 岩手県 

石井 大輔 いしい だいすけ 釧路赤十字病院 1年次臨床研修医 北海道 

岩崎 貴士 いわさき たかし 医療法人 親仁会 米の山病院 1年次臨床研修医 福岡県 

岡本 篤史 おかもと あつし 岩手県立中部病院 1年次臨床研修医 岩手県 

小野田 奈保子 おのだ なおこ 岩手県立胆沢病院 2年次臨床研修医 岩手県 

川島 到真 かわしま とうま 岩手県立中部病院 1年次臨床研修医 岩手県 

菊池 将 きくち しょう 岩手県立胆沢病院 2年次臨床研修医 岩手県 

小泉 さやか こいずみ さやか 武蔵野赤十字病院 後期研修医4年次 東京都 

佐久間 大智 さくま だいち 獨協医科大学病院 2年次臨床研修医 栃木県 

高山 美郷 たかやま みさと 岩手医科大学附属病院 1年次臨床研修医・大学院生 岩手県 

土屋 繁国 つちや しげくに 岩手医科大学附属病院 1年次臨床研修医・大学院生 岩手県 

巴 崇 ともえ たかし 獨協医科大学病院 1年次臨床研修医 栃木県 

深川 大輔 ふかがわ だいすけ 岩手医科大学附属病院 1年次臨床研修医・大学院生 岩手県 

渕野 恭子 ふちの やすこ 横浜市立大学附属病院 1年次臨床研修医 神奈川県 

本澤 大志 ほんざわ ひろし 武蔵野赤十字病院 救命救急センター 後期研修医3年次 東京都 

水野 香世 みずの かよ 横浜市立大学附属病院 1年次臨床研修医 神奈川県 

水野 友貴 みずの ともき 岩手医科大学附属病院 1年次臨床研修医・大学院生 岩手県 

横町 淳 よこまち じゅん 獨協医科大学病院 1年次臨床研修医 栃木県 

吉田 拓矢 よしだ たくや 由利組合総合病院 1年次臨床研修医 秋田県 
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講 義 
 

Lecture 

講義｜東日本大震災への医療対応 

講義｜亜急性期以降の災害医療救護活動 

机上シミュレーション｜医療救護チーム派遣と避難所での活動 
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国立病院機構災害医療センター 臨床研究部 

政策医療企画研究室 室長 

近藤 久禎 
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6 
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医療対応 
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医療救護チーム派遣と避難所での活動 
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講義｜東日本大震災への医療対応 

講義｜亜急性期以降の災害医療救護活動 

机上シミュレーション｜医療救護チーム派遣と救護所での活動 
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国立病院機構災害医療センター 

臨床研究部 医師 

鶴和 美穂 

トリアージ（Triage) 
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トリアージ (Triage) 
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トリアージ (Triage)  
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 講義の後、実際にトリアージの体験訓練を行いまし

た。模擬患者役とトリアージを行う役を交代で行い

ます。１患者あたり、トリアージに要する時間は30

秒。比較的簡単なSTART法でのトリアージですが、

限られた時間内で診断とトリアージタグへの記載を

行うことの難しさを体験していただきました。 
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岩手医科大学 災害医学講座 助教 

藤原 弘之 

災害時の情報通信 
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災害時の情報通信 
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災害時の情報通信 

 トランシーバーと衛星電話は、実際に実機に触れ、使用する体験実習を行いました。普段使い慣れない電子機器に、

受講者の皆さんも最初は戸惑った様子でしたが、実際に使用し、相互に通話をすることで、その使用方法をご理解い

ただけたと思います。 

 

また、災害時に医療情報を集約するＥＭＩＳ（広域災害救急医療システム）について、実際の画面を見ながらその内

容と使用方法をご紹介しました。 
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岩手医科大学 災害医学講座 教授 

眞瀬 智彦 

瓦礫の下の医療 
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瓦礫の下の医療 (Confined Space Medicine) 
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災害シミュレーション室レイアウト 

 

災害シミュレーション室 

出入り口 
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要救助者 

 今回の研修では、受講対象者が臨床研修医であるため、要救助者に対して医療行為を行うこと前提とし、瓦礫侵入口から要救助

者までのアクセスを比較的容易なレイアウトに設定しました。 

 要救助者は腹部から下半身にかけて瓦礫に挟まれた状態になっています。左上半身から頭部にかけては比較的アクセスしやすい

のですが、患部である右胸部から腹部にかけては、身を屈めた状態でアクセスする必要があります。右側の肺音が聞こえない状態

としていますので、右上半身側からの診療が必須であり、狭隘な空間に体を潜り込ませる必要があります。 
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 実習開始直後、今回の実習の想定（列車脱線事故）と実習にあたってのルールを伝達するためのオリエンテーションを 

行います。受講生は身支度を進めながら、状況確認を行います。 

 実習開始直後、今回の実習の想定（列車脱線事故）と実習にあたってのルールを伝達するためのオリエンテーションを 

行います。受講生は身支度を進めながら、状況確認を行います。 

 

 

現場では、先着している救助隊から瓦礫の中の安全の状態等について伝達されます。 

その後、命綱を取り付けて瓦礫内部に侵入していきます。 

今 回 の 要 救 助 者。高 性 能 患 者 シ ミ ュ レ ー タ ー

（SimMan3G）です。痛みでうめき声をあげています。 
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習 
 実習終了後は、別室にて瓦礫の施設内に設置された小型カメラの映像を見ながら、講師やファシリテーターの先生を交え

てデブリーフィング（振り返り）を行いました。 



 

被災地を知る 

被災地を知る｜Ｘ防潮堤について 
被災地を知る｜津波ビデオ鑑賞・体験談 

講義｜後期研修医の目線で感じた震災時の状況と、その後の取り組み 

講義｜東日本大震災における被災地内病院の急性期対応 

参考｜東日本大震災後からこれまでの歩み 地域貢献と事業継続の両立を目指して 

Hands on 

Training 
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田老新港 
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田老総合事務所 
（旧町役場） 

田老公民館 
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田老第一中学校 
たろう観光ホテル 

 

津波水位 
表示箇所 

Ｘ堤防 
見学場所 

至 宮古 

至 久慈 

常運寺 

消防署 

NPO法人「たちあがるぞ！宮古市田老」 

理事長 

大棒 秀一 

Ｘ防潮堤について 

Ｘ防潮堤について 
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Hands on TrainingHands on TrainingHands on Training   

平成23年3月11日に発災した東日本大震災に伴う大津波で、大きな被害を受けた宮古市田老地区を訪れました。 

ここは、「津波太郎（田老）」の異名を持つほど、古くから繰り返し津波の被害を受けてきた地区です。 

そのためこの地区では24年の歳月をかけ、全長1350m、地上高7.7m、海面高さ10mという城壁のような巨大防潮堤を

町を取り囲むように築き、併せて高台への避難路の整備や、児童への防災教育、避難訓練の定期的開催など、防災に取

り組んできました。2003年には「津波防災の町」宣言をし、津波防災のモデル地区として、全国的にも有名でした。 

しかし、東日本大震災に伴い発生した大津波は、午後3時25分に田老地区に到達。海側の防潮堤は約500mにわたり一瞬

で倒壊。防潮堤を乗り越え市街中心部に侵入した津波のため、人口4,434人のうち、200人近い死者・行方不明者が出て

しまいました。 
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Ｘ防潮堤について 

津波の衝撃を正面から受けた海側の防潮堤は、Ｘの交差部分から先が完全に崩壊しています。 

左奥の建物は、2階部分までの壁が流され、鉄骨がむき出しになった「たろう観光ホテル」です。震災前は、この周囲に

も家屋が建ち並んでいましたが、現在ではこのホテルだけが震災前の面影を残しています。 

なお「たろう観光ホテル」は2014年に震災遺構として保存が決定しました。 

左奥の斜面は、高台移転のため山を切り開いた造成地になります。 

被
災
地
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港の北岸に再建された漁協の製氷貯氷施設。黄色い目印は過去に田老地区を襲った津波の高さを示しています。 

上から東日本大震災、明治三陸津波、昭和三陸津波です。今回の津波は波高が約15mであったといわれています。 

下の写真は、津波被害を免れた山側の住宅地です。市街地は防潮堤で囲われていたため、海面を視認することができませ

んでした。対策として旧役場施設に海を監視するカメラを設置し、常時監視をしていましたが、地震による停電により、 

カメラ設備と放送施設が使用不能になってしまい、その機能を活かすことができませんでした。 

防潮堤の上から田老港を望む。津波は港湾入口の南側（写真右側）の岬状に伸びた岩礁部分に最初に衝突。水しぶきをあ

げながら、波が跳ね返る形で港に侵入してきました。手前の建物は震災後に再建された仮設の港湾施設です。 

右奥の建物が、早々に再建された魚市場です。 

少しずつですが、復興が進んでいます。 

Ｘの交差部分にある水門です。 

鉄製の分厚い扉が取り付けられています。 
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たろう観光ホテル前。現在は立ち入り禁止の状態。 

６Ｆの向かって右上の角部屋の窓から、松本社長は津波襲来の様子をビデオ撮影されました。 

Ｘ防潮堤について 
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 宮古市田老公民館にて、津波襲来時に松本社長ご自身がホテルの６階の海側客室の窓辺から撮影されたビデオ映像を、松本社長自ら解説を織り交ぜて

いただきながら視聴しました。映像には、津波襲来直前の港湾内の激しい水の流れや、逃げ惑う人、防潮堤を乗り越えてホテルを呑み込む黒い波の様

子、田老地区の他の方が撮影された津波襲来の瞬間や、津波が引いた後に救助される方の様子などが収められていました。（こちらの映像及び資料につ

いては、松本社長のご要望により掲載いたしません。） 

 田老公民館も津波襲来時に浸水しており、廊下の壁には当時の跡が残されていました。また、ビデオを視聴した畳敷きの部屋は、当時田老診療所にい

らっしゃった寝たきりの患者の方々が、看護師に連れられて避難していた場所であり、足元まで水が迫る中、間一髪難を逃れた場所でもあります。 

廊下の白壁には浸水痕が残っています。 

たろう観光ホテル 代表取締役社長 

松本 勇毅 

津波ビデオ鑑賞・体験談 

公民館の隣の田老第１中学校。津波により校庭は浸水。 

がれきが押し寄せた。その後、避難所として活用された。 
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津波ビデオ鑑賞・津波体験談 
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田老公民館の外壁には津波の到達高さ（矢印部の赤線）

が表記されていました。 
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西和賀町立西和賀さわうち病院 内科医長 

元 岩手県立宮古病院 産婦人科医師 

千田 英之 

後期研修医の目線で感じた 
震災時の状況と、その後の取り組み 
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後期研修医の目線で感じた震災後の状況と、その後の取り組み 
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宮古市田老地区に向かう道中、バスの車窓から 

岩手県立宮古病院が見えました。 

震災当時、千田先生が勤務されていた病院です。 
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岩手県立釜石病院 看護師長 

坪井 忠和 

東日本大震災における 
被災地内病院の急性期対応 

被
災
地
を
知
る 



 

60 平成26年度 日本災害医療実地研修 

 

60 平成26年度 日本災害医療実地研修 

7 

9 

11 

13 

15 

8 

10 

12 

14 

16 

被
災
地
を
知
る 

東日本大震災における被災地内病院の急性期対応 
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 浄土ヶ浜パークホテル 

【参考】東日本大震災後からこれまでの歩み 
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津波で橋げたの崩落したＪＲ山田線の橋梁です。 

浄土ヶ浜パークホテルのロビーから宮古湾を望むことができます。 

下の断崖部分にも津波は押し寄せ、岩肌部分が隠れるまで海面が上昇し、引き波の際は逆に海底が見えたそうです。 

このホテルは高台に位置するため、津波の被害はありませんでした。そのため、震災直後の１か月間は、避難所として

多くの被災者の方々を受け入れていました。今でも一部の駐車場は仮設住宅として利用され続けています。 

被
災
地
を
知
る 

東日本大震災後からこれまでの歩み 
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岩手医科大学附属病院 １年次臨床研修医・大学院生 

阿部 和幸 

 とても勉強になりました。今後の医療に役立てられればと思っています。ありがとうございました。 

 

岩手医科大学附属病院 １年次臨床研修医・大学院生 

天野 怜 

 東日本大震災発災後4年が経ち少しずつ過去のものとなりつつある。 

 私も盛岡で震災を経験したものとして、今後に何かを伝えていかなければならないと思っています。ただ被災地以外の

人々は震災に対する意識がまだまだ低く、私自身も常日頃から準備をしている訳ではない。この2日間を通して、3・11の悲

惨さや、その時どの様な事が行われていたかなど、今後のモチベーションアップにつながることが多かったです。 

 震災時は多職種の連携が必要不可欠であり、今後は医療従事者として何が出来るか、どういう準備をすればいいかなど考

えていければと思っています。この2日間、先生方、スタッフの方々には本当に感謝しております。充実した2日間をありが

とうございました。 

 

釧路赤十字病院 １年次臨床研修医 

石井 大輔 

 東日本大震災は、大学に行く途中の車内で経験しました。最初はめまいかと思い、車をろかたによせたのを、今でも鮮明

に覚えています。大学に行くと大学の図書館は倒壊しており（神奈川県）、恐ろしさや不安よりも唖然としました。今思う

と大したことはなかったにしろ、自分たちも被災をしており、自分がうけた小さな被災も、今度は大きな被災になりうるん

だと、田老の流された町を見て思いました。現在自分は、津波の多い釧路で医師をしています。北海道は平坦な土地であ

り、万が一のことがおきた場合、大きな被災が予想されます。その万が一にそなえて今回学んだことを病院でフィードバッ

クしたいと思います。 

 

医療法人 親仁会 米の山病院 １年次研修医 

岩崎 貴士 

 実習、実地の見学や被災者、被災しつつも医療を行った人の生の声を聞くことができ、文字やテレビ越しでは得られない

実感を伴った理解が少し進んだように思う。 

 講義、実習、特にがれきの下で何もできなかったという経験を同僚と共有し、また自分なりにシミュレートして少しでも

「もしも」の時に備えていきたいと思う。 

 

岩手県立中部病院 １年次臨床研修医 

岡本 篤史 

 震災の医療者側からの視点を実際に活動された先生、スタッフの方々から聞けたことは大変ありがたかったです。これか

らは医療者側として災害に対応していくことになるので、このような研修会に参加できたことを忘れずに生かしていこうと

思います。 
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岩手県立胆沢病院 ２年次臨床研修医 

菊池 将 

 岩手県出身で災害医療に興味があったので、今回の研修会に参加させていただけたのは本当に喜ばしいことでした。 

 初日の実習で特に勉強だったのは「がれきの下の医療」でした。限られた資材と時間、動きのとりづらい空間で患者状態

の把握から処置、他スタッフへの報告まで全てをこなすというのは非常に難しく、いかに普段の診療が恵まれた環境で行わ

れているか実感することができました。 

 2日目は、実際に被災地へ行き、生の声を聞くという貴重な経験をさせていただきました。やはりテレビや資料を見ていた

だけでは被災地の本当の姿を知ることはできないと感じ、もし次の同じような大災害が起こった場合、自分は何をすべき

か、学んでおくべきことは何かを考える良い機会となりました。 

 他県内外の同世代の研修医同士で交流を深めることができたのも大きな収穫でした。今回得たことは、必ず今後の業務に

活かしていきたいと思います。 

 

武蔵野赤十字病院 後期研修医４年次 

小泉 さやか 

 

 

獨協医科大学病院 ２年次臨床研修医 

佐久間 大智 

 3・11の日私は大学で部活をしていた。揺れがひどく、部活中止して部の皆とテレビのある場所で津波の放送を見ていたの

を鮮明に覚えている。あの映像は非常にショッキングで絶望的なものだった。そして人としての無力感にさいなまれる映像

だった。 

 今回初めて岩手の震災地を訪れる機会をいただき、災害医療について学ぶことができた。初めてトランシーバーを持ち、

防災服を着てシミュレーションもやらせていただいて、とても貴重な経験だった。今後救命医の世界に所属するにあたっ

て、非常に有意義な実習だったと思う。 

 

岩手医科大学附属病院 １年次臨床研修医・大学院生 

高山 美郷 

 

 

岩手県立胆沢病院 ２年次臨床研修医 

小野田 奈保子 

 急遽申し込みをしてしまい、快く対応していただき参加することができました。 

 災害医療について多くの先生方からの講義、シミュレーション、実地研修と充実した研修でありました。 

 いつどんな災害が起きても対応できるように、これからも災害医療について学んでいきたいという思いがさらに強まりま

した。貴重な機会を与えていただき本当にありがとうございました。 

 

岩手県立中部病院 １年次臨床研修医 

川島 到真 

 今回実際にシミュレーションを体験することで、災害時の医療行為、支援がいかに難しいか実感しました。万が一に備え

日頃より考えて行動するように心掛けることが大切だと思いました。貴重な経験ありがとうございました。 
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岩手医科大学附属病院 １年次臨床研修医 

土屋 繁国 

普段、病院内にいるだけでは体験できないことをさせていただき、とてもためになる研修でした。今後、同じような研修が

あれば参加させていただきたいと思います。素晴らしい研修内容でした。 

 

獨協医科大学病院 １年次臨床研修医 

巴 崇 

 まずは、今回この研修でお世話になった方々に深く感謝申し上げます。 

 1日目、2日目を通してかなり良い経験が出来たと思っています。1日目では、災害が起こった際にどういう組織が立ち上

がって、どういう事が行われるのかを学び、実習を交えながら、災害医療での医師の役割を学びました。2日目には僕にとっ

て初めて被災地へ行き、貴重な映像やお話をきくことができました。東日本大震災から3年が経ってもまだまだ仮設住宅やさ

ら地混じりの街並みを見ると、震災のこわさ、復興の大変さを知りました。 

 この2日間で知ったり学んだことは、どれも普段では学べないことばかりだったので、この貴重な経験を今後につなげてい

こうと思います。本当に2日間ありがとうございました。 

 

岩手医科大学附属病院 １年次臨床研修医・大学院生 

深川 大輔 

 通学業務の中では体験することのできない災害時の対応を実際に体験することができて、とても良い2日間をすごすことが

できました。 

 

横浜市立大学附属病院 １年次臨床研修医 

淵野 恭子 

 2011年3月11日震災の日、わたしは神奈川県の自宅にいました。家がゆれ家具がゆれはしたものの、その後計画停電や

スーパーの食材が品薄になる程度の被害しか受けることはありませんでした。実家は福岡にあり親戚も九州内にいるため、

被災を受けた友人、知人もいませんでした。テレビや写真で東方の様子を見るだけでは、正直言って震災を身近に感じるこ

とはこれまでありませんでした。 

 今回縁があってこの研修に参加させていただき、被災地を目の当たりにし、新幹線で2時間半行っただけのこんなに身近な

場所で本当に地震が起きて、本当に津波がおこったのだということが急に現実味を帯びました。この東北の被災地にわたし

が今すぐ復興のために何かできるかというと大きなことはできないかもしれませんが、今回の経験を持ち帰り、まず自分の

まわりの友達に話すことからはじめます。ありがとうございました。 

 

武蔵野赤十字病院 救命救急センター 後期研修医３年次 

本澤 大志 

 発災当時、札幌にいた私にとって、震災の直接の被害を家族の誰もが受けなかった私にとって、3・11の現場は正直「映

像」でしかありませんでした。救急医となった今、そのことがどこか心に引っかかっていたこともあり、参加させていただ

きました。 

 3年が経った今も震災のつめ痕は深く、本研修を通して伝わる迫力は想像を超えていました。医師である限りいつか直面す

るであろう災害の現場はさらに想像を超えるものと考えますが、今回学んだことは必ず役に立つと感じています。 
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横浜市立大学附属病院 １年次臨床研修医 

水野 香世 

 今回、ポスターを見て興味を持ち参加しました。 

 1日目の研修では、災害が起きた時実際どのように被災地に行くか、どんな準備が必要か考えるワークショップでは、みん

なでディスカッションをし、考える機会が与えられて有意義でした。ふだんから準備したり考えていなければ、万が一の際

にそれ以上の行動はできないと実感した。がれきの下の訓練では、本格的な装備をつけて現場の音も再現し、命綱をつけた

状態で救助、トリアージを行うというものだった。普段病院でふつうにできていることが焦ってできなくなったりして、本

当におどろいた。もっと準備してできるようになりたいと思った。 

 2日目は、宮古の町に行き、まだ復興道なかばの町を実際に見て津波の威力を実感しました。東海地震に備えて、今まで

習ったことを教訓にして生かしていきたいと思いました。そしてまた数年後、復興した町を見に行きたいと思います。 

 

岩手医科大学附属病院 １年次臨床研修医 

水野 友貴 

 2日間という短い期間でしたが、とても貴重な経験となりました。被災地の現在の様子をもっと伝えていく必要と、再び起

こるであろう災害に対して、医療者はもちろんのこと、一般の方にも広く学んでいく必要性を感じました。 

 

獨協医科大学病院 １年次臨床研修医 

横町 淳 

 

 

由利組合総合病院 １年次臨床研修医 

吉田 拓矢 

 まず、2日間通して会場、施設、バスなどの手配をしていただき本当に感謝しています。 

 私自身が東北出身（宮城県）ということもあり、強い関心をもって参加させていただきましたが、どの講義、シミュレー

ションも明日からの診療に心構えとして役に立つ、そして心にひびくものでした。特に「がれきの下の医療体験」は自分の

無力さを再確認し、みつめ直すこともできたので、今後のモチベーションの糧になりますし、特に良かったです。 

 もし来年も実施されるのなら必ず後輩の研修医にすすめようと思いました。スタッフの方々2日間本当にありがとうござい

ます。 
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１．今回の研修について、どのようにして知りまし 

  たか。 

２．受講した動機にについてあてはまるもの 

  すべてに☑をしてください。 

３．研修それぞれの感想について、以下の選択肢からお選びください。 

■ 講義｜東日本大震災への医療対応 

■ 国立病院機構 災害医療センター 臨床研究部 

■ 講義｜亜急性期以降の災害医療救護活動 

■ 武蔵野赤十字病院 救急部長  勝見 敦 

■ 机上ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ｜医療救護チーム派遣と避難所での活動 

■ 国立病院機構 災害医療センター 臨床研究部 

  医師 鶴和 美穂 

■ 実習｜トリアージ（Triage) 

■ 国立病院機構 災害医療センター 臨床研究部 

  医師 鶴和 美穂 
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■ 実習｜災害時の情報通信 

■ 岩手医科大学 災害医学講座 助教 藤原 弘之 

■ 実習｜瓦礫の下の医療 

■ 岩手医科大学災害学講座 教授  眞瀬 智彦 

４．研修１日目に関して、改善してほしいことをご自由にご記入下さい。 

●がれきの下に入る前にもう少しイメージをわかせる時間があるとよかった。 

●がれき下でもう少し時間がほしかった。 

●盛岡からの電車が少なくてびっくりしました。 

●実習の時間がもっとほしいと思う。時間配分もう少し改善してほしい。 

●もっと長くやっていたかった。がれきの下の医療が最初だったので、もう１回やりたかったです。 

●事前資料が見たかった気もします。 

●それぞれの実習の時間がもう少し長くても良いと感じた。 

●Ｃ班は、無線・トリアージを行ってからがれきに行ったので、ある程度スムーズに行えたと思う。 

●トリアージの訓練も、もっと緊張感を持ってやれたらよかったと思いました。 

●がれきの下の医療は、もう少し色々なパターンや傷病者が複数いるようなsituationでやってみたい。 

５．研修１日目に関して、追加してほしい研修内容などありましたらご記入ください。 

●病院内で１次トリアージ後２次トリアージを行うなど。 

●がれきの下の医療では、自分の無力さを大いに痛感しました。今後のモチベーションアップにつながりました。 

●狭い空間で実際に手技をしてみたいです。 

６．研修１日目に関して、よかったことをご自由にご記入ください。 

●とても実践的でリアルでした。避難所での市民をどう配置していくとスムーズか、どうやって災害拠点に向かうか 

 など、今まで具体的にイメージしたことがなかったので有意義な研修でした。 

●今後ともこのような機会があれば、ぜひ参加したいと思う。後輩にも強く進めたい。 

●がれきの下の医療を経験で来てよかったです。今後の研修に役立てていきたいと思います。 

●実際に体験できて難しさを実感した。 

●普段と全く環境が違い、それだけで動けなくなるということが分かって良かった。 

●普段の研修医生活では体験できないことばかりでとても勉強になったし刺激になった。そして実習では自分がいか 

 に動けないかを実感した。この機会を上手くいかして今後につなげたいと思った。ありがとうございました。 

●病院の研修では経験できないことを少し知ることができて良かったと思う。 

●実際のがれきの下の医療が体験でき非常に刺激になりました。 

●がれきの下の医療実習がめったに体験できないことなのでとても良い経験になった。 

●病院の上司たちにトランシーバーや通信系統をしっかり学んできて教えてくれと言われていたが、しっかり勉強で 

 きた。病院でのフィードバックできる内容が多くためになった。 

●他病院の先生とお話しすることができて楽しかったです。実習内容もこれまで受けたどんな授業・実習よりも実践 

 的でおもしろかったです。 

●装備の着用は良い経験になりました。 

●実際にやってみると、自分の動けなさが良くわかって良かった。やはり訓練することが大事だと思いました。 
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■ 研修２日目アンケート 

■ 被災地を知る｜宮古市田老地区 

■ NPO法人「立ち上がるぞ！宮古市田老」 

               理事長     大棒 秀一 

  たろう観光ホテル       代表取締役 松本 勇 

■ 被災地を知る｜後期研修医の目線で感じた震災の 

         状況と、その後の取り組み 

■ 西和賀町立西和賀さわうち病院 内科医長 

  元 岩手県立宮古病院 産婦人科医師   千田 英之 

１．研修それぞれの感想について、以下の選択肢からお選びください。 

■ 被災地を知る｜東日本大震災における被災地内病院の 

         急性期対応 

■ 岩手県立釜石病院 看護師長 坪井 忠和 

２．研修２日目に関して、改善してほしいことをご自由にご記入下さい。 

●特にありませんが、事故で遅れたのが残念でなりません。 

●事故があったので仕方ないと思うが、バスの中は厳しい。後ろを向いたり文字を追うと少し酔います。 

●沿岸部の街をもう少し見て回りたかったです。 

●被災した方のお話のパートをもう少し長く設けてもらいたいと思いました。 

●バスの席によって見にくいところがあったのは残念。バスの席が狭くて疲れました。 
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３．研修２日目に関して、追加してほしいことをご自由にご記入下さい。 

●観光。 

●市役所など行政側、再建計画を立案、進行する側がどう感じどう考えどう進めていくのか知りたい。 

●今後そうなりそうだとのことでしたが、田老の旅館の中に入れる機会があればと思います。 

●せっかくここまで来たのでついでに浄土ヶ浜なども少し見に行けると良かった。 

アンケート集計結果 
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４．研修２日目に関して、よかったことをご自由にご記入下さい。 

●まさかの交通事故に出くわし、災害の疑似体験ができたこと。 

●現地が見れたのはとても勉強になりました。 

●実際に被災地を見、その大きさ、広範さを感じることができた。 

●震災にあわれた方のお話を伺うことができ有意義でした。 

●現場に行けたことそのものが良かったと思います。 

●事故で時間が遅れた時に、レクチャーがバスの中であったり、柔軟な対応が良かった。 

●途中で予想外の出来事が起きたにも関わらず、スケジュールをうまく調整いただけたのがとても感心しました。 

 さすがです！ 

●実際に体験できてよかったです。 

●現地の人の話を直接聞けたことが非常に良かった。 

●非常に有意義に過ごすことができました。ありがとうございます。 

●実際に被災地へ行って、いろんな話を聞けたり、見学できたりすることは、こういう機会でないと無いので、この 

 研修を通してできたのは良かったです。ありがとうございました。 

●車の事故で情報の・・について学べたこと。 
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平成26年度 日本災害医療実地研修を終えて 

岩手医科大学災害医学講座 教授 

眞瀬 智彦 

 皆さん２日間の研修ご苦労様でした。日本災害医療実地研修を終えて一言申し上げます。 

 １２月の岩手ということで、内陸部は寒風吹き荒ぶ天候でしたが、被災地である沿岸部は比較的温

暖で、天候に恵まれました。２日目の被災地へ向かう道中、約１時間程度立ち往生するというアクシ

デントが発生し、一部スケジュールを変更しバス車内での講義を行うなど、受講された皆様にはご不

便をおかけいたしましたが、予定された内容につきましては、無事全て行うことができました。皆様

には研修の運営にご協力いただき感謝申し上げます。 

 本研修は、東日本大震災の教訓から、今後の医療・医学を支えていくであろう全国の臨床研修医を

募った研修会です。災害医療にかかわる基礎知識の習得と、東日本大震災の津波被災地へ赴き、そこ

でどのような医療活動が行われたのかを、当時その場で医療や避難所を指揮した方、医療を行った

方、災害全体を調整した方からお話を伺うことで、当時の様子が実感できたのではないかと思いま

す。受講された皆様はさまざまな思いで参加されたことと思いますが、多少でも災害医療に興味があ

る方々が、集まり、意見を交わし、人間関係を築くことができ、全国的なネットワークができたこと

は、非常に有意義であったと思います。 

 この２日間で学んだこと、現在の被災地の様子を実際に見ていただき、実感し、考えていただくこ

とで、今後必ず起こり得る災害時に、少しでも役に立つものであれば幸いです。何かと行き届かない

ことが多々あったかと思いますが、全国から多数の参加をいただき、感謝しております。 

 最後にご講演いただいた講師の方々、また研修会にご協力いただいた皆様に感謝申し上げるととも

に、来年度も本研修会を引き続き開催したいと考えておりますので、ご協力の程よろしくお願いいた

します。 
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今回皆さんを宮古市までお連れいただいた岩手県北バスさんは、東日本大震災の際、いわて花巻空港に全国から参集した

300名を越えるＤＭＡＴ隊への活動協力として、移動用・宿泊用大型バスの提供、職員宿泊施設の開放をという多大なご

支援をしていただいたという経緯がありました。 
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氏名（漢字）  所 属 

眞瀬 智彦 講師 岩手医科大学 災害医学講座 教授 

近藤 久禎 講師 
国立病院機構 災害医療センター 臨床研究部 政策医療企画研究室 

室長 

勝見 敦 講師 武蔵野赤十字病院 救急部長 

鶴和 美穂 講師 国立病院機構災害医療センター 臨床研修部 医師 

藤原 弘之 講師 岩手医科大学災害医学講座 助教 

千田 英之 講師 西和賀町立西和賀さわうち病院 内科医長 

坪井 忠和 講師 岩手県立釜石病院 看護師長 

松本 勇毅 講師 たろう観光ホテル代表取締役社長 

大棒 秀一 講師 ＮＰＯ法人「たちあがるぞ！宮古市田老」理事長 

山口 順之 スタッフ 岩手医科大学災害時地域医療支援教育センター事務室 室長 

山本 英子 スタッフ 岩手医科大学災害時地域医療支援教育センター事務室 係長 

蒲澤 優 スタッフ 岩手医科大学災害時地域医療支援教育センター事務室  事務員 

奥野 史寛 スタッフ 岩手医科大学災害時地域医療支援教育センター事務室  事務員 

及川 雄太 スタッフ 岩手医科大学災害時地域医療支援教育センター事務室  事務員 

御堂地 愉里子 スタッフ 岩手医科大学災害時地域医療支援教育センター事務室  事務員 

伊藤 友香子 スタッフ 岩手医科大学災害医学講座 秘書 

木村 由香 スタッフ 
岩手医科大学災害時地域医療支援教育センター 

クリニカルシミュレーションセンター事務室  事務員 

野崎 佳子 スタッフ 
岩手医科大学災害時地域医療支援教育センター 

クリニカルシミュレーションセンター事務室  事務員 

 

スタッフ名簿 総 

括 



平成２６年度 日本災害医療実地研修 報告書 

発行日  ：２０１５年 ３月２０日 

編集／著者：岩手医科大学 災害時地域医療支援教育センター 

発行所  ：岩手医科大学 

       〒020-8505 

     岩手県盛岡市内丸19-1 

     TEL:019-651-5111（大代表） 

連絡先  ：岩手医科大学 

      災害時地域医療支援教育センター事務室 

       〒028-3694 

       岩手県紫波郡矢巾町西徳田第2地割1番地1 

       TEL:019-651-5111（内線 5565） 

       E-mail：saigai@j.iwate-med.ac.jp 

印刷・製本：杜陵高速印刷株式会社 

 

※無断転載を禁じます 



 

岩手医科大学 
災害時地域医療支援教育センター 

〒028-3694 岩手県紫波郡矢巾町西徳田 2-1-1 

TEL: 019-651-5111 (内線 5565) 

URL: http://www.iwate-med.ac.jp/saigai/ 

E-mail: saigai@j.iwate-med.ac.jp 


	第2回 日本災害医療実地研修報告書【01｜前書き】
	第2回 日本災害医療実地研修報告書【02｜講義】
	第2回 日本災害医療実地研修報告書【03｜実習】 
	第2回 日本災害医療実地研修報告書【04｜被災地を知る】
	第2回 日本災害医療実地研修報告書【05｜後書き】

